
 
                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    保健福祉部会 

どなたでも参加できる軽スポーツを通じて適度な運動をする、いきいき健康づくり教室【ノル

ディックウォーキング教室】を開催します。 

用具（ポール）の準備がありますので、事前に申し込みください。 

皆さんの参加お待ちしています。 

 

  ○日 時：９月２２日（金）午前１０時～１１時３０分 

 ○場 所：石鳥谷運動公園（ビバハウスいしどりや前） 

      ※雨天の場合は、ビバハウスいしどりや内で行います。 

○定 員：１５人（好地地区民） 

     ※先着順で定員になりしだい締切ります。 

○参加費：無料 

○講 師：山影輝雄さん（好地地区在住） 

〇申込み：９月１５日（木）までに（電話可） 

○持ち物：マスク、汗ふきタオル、飲み物等 

（用具は当委員会で準備しますが、お持ちの方は持参での参加も出来ます。） 

 

 

秋の登山教室は、昨年に計画して新型コロナウイルス感染症拡大防止のためにやむなく中止に 

なりました焼山登山を再度計画しました。登山後は、温泉入浴してリフレッシュしましょう。 

新型コロナ感染症防止対策のために募集人員を縮小して開催しますのでご理解ください。 

日帰りだから、大勢で行くからと安易な考えをしないで、登山靴は必須、充分な雨具・服装は 

急激な天候変化にも対応できるよう準備してください。また、登山道から逸脱等の禁止行為の 

厳守と、集合時間等をお守りくださる方の参加をお待ちしています。 

 

〇日 時：１０月１日（土）出 発→午前 6時３０分 帰 着→午後 6時３０分頃 

○集 合 場 所：ビバハウスいしどりや駐車場 

○研修先：焼山登山 （秋田県鹿角市） 

後生掛温泉～毛せん峠～後生掛温泉コース 

※天候、道路事情により変更する場合があります。 

○講 師：花巻市山岳協会員 

○対 象：好地地区民（体力や健康状態に不安のない方） 

○定 員：２０人（先着順で定員になりしだい締切ります。） 

○参加費：２００円（保険料１２５円、バス代７５円） 

※不足のバス代は、委員会で負担します 

○持ち物：お弁当、飲み物、タオル、入浴グッズ、着替衣類、 

登山靴・雨具は必須 

○申込み：受付開始日 ９月 ６日（火）午前８時 30分 

受付締切日 ９月１３日（火）午後５時 

※ひとりで２名までとし、参加費を添えて事務所に直接申込み下さい。 

※締切日を過ぎてからのキャンセルは、参加費を返金いたしかねますのでご了承ください。 

 

好 地 地 区 ま ち づ く り 委 員 会 
 総 務 企 画 部 会 

〒028-3101 花巻市石鳥谷町好地 8-78-3 

（石鳥谷国際交流センター内） 

問合せ・申込み ☏ 0198－45－6639 

     （好地振興センター内） 
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石鳥谷国際交流センター ビバハウスいしどりや 



  敬老事業実行委員会 

新型コロナウイルス感染症の終息が今だ見えない状況なので、対象者 

（７５歳以上）の方々の健康維持と感染症拡大防止のために、今年度も 

式典と祝賀会を中止とし、昨年同様に『敬老事業』として取り組んでい 

くことが実行委員会で決定されました。 

白寿・喜寿及び対象者の方全員に実行委員会より祝品を贈呈します。 

また、米寿・百歳以上の方々には、花巻市より祝品が贈呈されます。 

 

酒蔵まつり実行団体協議会 

  「酒蔵まつり夏の陣 いしどりや夏祭り」は、皆さまのおかげで、大盛況に終えることが出来

ました。ご協力いただいた関係各位方々の皆さん有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の「酒蔵まつり秋の陣 収穫祭」は下記のとおり開催予定しています。 

開催内容は後日ご案内しますのでご期待ください。 

  今後の感染症拡大の状況によって、中止とする場合もありますのでご了承ください。 

 

月 日 ： 10月 3０日（日） 

時 間 ： 午前 11時～午後３時 

場 所 ： まちの駅いしどりや酒蔵交流館＆宝峰跡地 

 

 

 

今年は 3年ぶりに熊野神社例大祭（石鳥谷まつり）が開催される。例年のまつりと違って最終 

日のパレードはないが、久々の開催決定を嬉しく思う。 

町内では各地区で山車小屋（カケス）が建てられ準備が本格化している。コロナ第 7波の感染 

拡大が懸念されるところだが、関係者の方々には山車製作等、まつり本番に向け頑張ってほしい。 

聞くところによると、まつり囃子を知らなかっ 

たり忘れてしまった子供達が多いとのこと。今年 

 は太鼓練習の前にお囃子を聞かせるところから始 

める必要があるようだ。 

改めて 2年間中止の影響の大きさと伝統芸能文 

化の継承・継続の難しさを感じる。 

  あと１ヶ月、コロナ感染・熱中症に十分留意し、 

思い出に残る石鳥谷まつりが無事開催出来るよう 

期待したい。                     （Ｈ・Ｔ） 

真剣なまなざしの射的体験 うまい！空き缶ボディバランス 歓声が聞こえるふわふわキャッスル 


